
資料４－２ 

〔日本弁護士連合会提出資料〕 

 

①パンフレット「（兵庫県版）弁護士になろう！８人のチャレンジ」 

②チラシ「（兵庫県）弁護士に会ってみよう夏休み特別企画」 

③チラシ「（日弁連）弁護士に会ってみよう夏休み特別企画」 

④チラシ「シンポジウム『来たれ、リーガル女子！～女性裁判官・検察官・   

弁護士の仕事と働き方ってどんなんかな～』」 

⑤パンフレット「（日弁連）社会を支える－弁護士のやりがい－」 

 



















主催：兵庫県弁護士会　後援：日本弁護士連合会　お問合せ先 ： 兵庫県弁護士会 ☎078-341-7061

期間　2018年7月20日
　　　　　　 ～8月31日まで
場所　兵庫県弁護士会館
　　　または各法律事務所、学校

対象／中学生、高校生、大学生
学校、個人、グループ単位でお申込

可能です 兵庫県弁護士会
イメージキャラクター

ヒマリオン
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弁護士になって
よかったことは？

参加費
無料要予約



弁護士という進路に関心のある
中学生、高校生、大学生のみなさん!
実際に弁護士に会ってみませんか？

MROFNI A T I O N

　平成30年7月20日㈮から8月31日㈮まで
※事前の予約が必要です。申込状況によっては、
　ご希望に添えない場合がございます。

ご希望に応じて、兵庫県弁護士会館または
各法律事務所、学校にて実施

１ 弁護士の仕事
（弁護士の一般的な仕事、弁護士の生活と人生、
やりがいなど）

２ 拡がる弁護士の活躍の場
（弁護士の業務分野や職場の広がりの紹介など）

３ 弁護士になるには
（どうして弁護士を目指そうと思ったのか、弁護士に
なるための具体的な方法、勉強の内容、時間的・経済
的コストなど）

４ その他、弁護士に聞いてみたいこと など

　弁護士

　1～2時間程度

　中学生、高校生、大学生
※学校・個人・グループ単位でもお申込いただけます。
※個人の場合は、他の申込者（個人）の方とご一緒して
　いただくこともあります。

　無　料
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兵庫県弁護士会館
神戸市中央区橘通1-4-3 ※ご来場は公共交通機関をご利用ください。

期　　間

開催場所

内　　容

講　　師

所要時間

対　　象

参 加 費

お 申 込 み 方 法

次の項目をメールまたはファックスにてお知らせください。

お申込先・お問合せ先

兵庫県弁護士会
〒650-0016  神戸市中央区橘通1-4-3

TEL : 078-341-7061　FAX:078-351-6651　E-mail : bengoshikai@hyogoben.or.jp　

①　参加者氏名、年齢
②　住所
③　電話番号
④　中学生／高校生／大学生／その他の属性
　　（ただし学生に限ります）

⑤　学校名・学年
⑥　保護者の参加の有無
⑦　保護者の氏名／続柄
⑧　希望する実施日
⑨　希望する開催場所　



日本弁護士連合会 主催

弁護士に会ってみよう！
・要予約

・参加費

無料夏休み特別企画

弁護士という進路に関心のある

高校生、大学生のみなさん！
実際に弁護士に会ってみませんか？

弁護士になる
には？

弁護士の仕事
内容は？

講師 若手弁護士数名

お問い合わせ

日本弁護士連合会法制部法制第一課
03-3580-9511
https://www.nichibenren.or.jp/legal_
apprentice/lawyer/meet_lawyer.html

TEL

URL

日程

所要時間

場所

２０１８年７月２３日,２４日
８月２８日,３１日

※詳細は裏面をご確認ください。

２時間程度

弁護士会館
（東京都千代田区霞が関１－１－３）

弁護士になって
よかったことは？

個⼈・グループともに応募が可能です



弁護士に会ってみよう！
夏休み特別企画

応募の詳細
・開催⽇程

平成３０年７⽉２３⽇（⽉）午前１０時〜正午
２４⽇（⽕）午後３時〜午後５時

８⽉２８⽇（⽕）午後１時〜午後３時
３１⽇（⾦）午後２時〜午後４時

※要事前予約。
お申込みは、７⽉実施分は７⽉１３⽇（⾦）

８⽉実施分は８⽉１７⽇（⾦）までにお願いいたします。
また、申込状況によっては、ご希望に添えない場合がございます。

・開催場所
弁護⼠会館内
〒100-0013 東京都千代⽥区霞が関１－１－３

(地下鉄丸ノ内線・日比谷線・千代田線
霞ヶ関駅（Ｂ１-b出口から徒歩１分（会館直結）)

お問合せ先︓⽇本弁護⼠連合会法制部法制第⼀課
TEL:03-3580-9511 ／ E-mail:houka@nichibenren.or.jp

・お申込み⽅法
下記URL⼜はバーコードからアクセスいただき，
フォームからお申込みください。
URL https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/natsuyasumi/meet/ 

・内容
１ 弁護⼠の仕事
（弁護⼠の⼀般的な仕事、弁護⼠の⽣活と⼈⽣、やりがいなど）
２ 広がる弁護⼠の活躍の場
（弁護⼠の業務分野や職場の広がりの紹介など）
３ 弁護⼠になるには
（どうして弁護⼠を⽬指そうと思ったのか、弁護⼠になるための具体的な
⽅法、勉強の内容、時間的・経済的コストなど）

４ その他、弁護⼠に聞いてみたいこと など

・対象
⾼校⽣、⼤学⽣ ※個⼈・グループともにお申込みいただけます。







日本弁護士連合会
https://www.nichibenren.or.jp/
2018 年３月

社会を支える
ー弁護士のやりがいー
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弁護士　米元　　悠（司法過疎対策）八重山ひまわり基金法律事務所― ――――――――――――― 司法過疎地　最後の砦として

弁護士　髙木百合香（犯罪被害者）コスモス法律事務所―――――――――――――――――――― 犯罪被害者にもサポートの手を

弁護士　竹村　和也（労働問題）東京南部法律事務所――――――――――――――――――――― 労働分野ではまだまだ弁護士の力が必要です
　

弁護士　髙山　由起（国際会議通訳等）アシュリオンジャパン・ホールディングス合同会社――――――― できる範囲で、できる時に、できる活動を！

弁護士　瀧上　　明（災害復興・被災地支援）弁護士法人空と海そらうみ法律事務所陸前高田事務所――――――――― 弁護士活動の原点　困っている人のために役立とう

弁護士　堀川　直資（消費者問題）九段法律事務所― ―――――――――――――――――――― 消費者問題の「プロフェッション」を目指して

弁護士　山本　　衛（刑事弁護）東京ディフェンダー法律事務所― ――――――――――――――― みなさん、一緒に刑事事件をやりましょう！

弁護士　中川　亜美（再審弁護）弁護士法人名古屋法律事務所――――――――――――――――― 私のライフワーク　それは再審事件！

弁護士　水島　俊彦（高齢者・障がい者支援）法テラス埼玉法律事務所― ―――――――――――― 被後見人の笑顔を見よう

弁護士　中村　　恵（国際司法支援）目黒総合法律事務所――――――――――――――――――― 途上国にも「法の支配」を

弁護士　永野　　亮（法教育）山下・渡辺法律事務所――――――――――――――――――――― 弁護士になりたい子どもを増やそう！

弁護士　中島　香織（子どもの権利擁護）法テラス高知法律事務所― ―――――――――――――― 子どもの居場所づくり　ＳＯＳを見逃さない！

弁護士　鬼澤　秀昌（NPO支援）おにざわ法律事務所―――――――――――――――――――― 新しい挑戦！ビジネス法務で社会課題を解決したい！
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※所属事務所は2018年３月１日時点のものです。
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「先生、畑で穫れたグアバ持ってきたさ～」
「いやだから○○さん、そんなに気を遣わないでといつ
も言ってるのに～（しかもどうやって食べるんだ、これ
…）」
「いや～先生忙しいのに話聞いてもらうんだから、当た
り前さ～」
　私は、沖縄県の石垣島で、八重山ひまわり基金法律事
務所の所長として働いています。
　「ひまわり基金法律事務所（以下、ひまわり）」は、司
法過疎地における司法アクセス障害の解消を目的とし、
日弁連からの様々な支援を受けて設立された公設事務所
です。２～３年の任期付きで若手会員が所長として赴任
することが多く、現在も全国各地に約５０事務所が存在
しています。
　私のいる石垣島は、東京から約２０００キロ、那覇か
らも約４００キロ離れたまさに離島で、日本最西端・最
南端の裁判所支部があります。管轄人口は５万人強で、
弁護士は私を含めて４人です。気候は冬でも１０度を下
回ることがなく温暖で、住民の皆さんの人柄もとても暖
かです（冒頭の会話のように）。
　事務所の性質は、いわゆる町弁です。弁護士の数が少
ないため、ひまわりの弁護士には、地域住民からのあり
とあらゆるご相談に対応する能力が求められます。
　また、司法アクセス障害の解消のため、①弁護士の存
在や使い勝手の良さを地域の皆さんに知ってもらうこ
と、②地域の皆さんと共同して法的ニーズを発掘するこ
と（いわゆるアウトリーチ）も、重要な役割です。例え
ば、役所等の行政機関、病院や介護事業者、配偶者暴力
相談支援センター等の福祉関係者、学校、警察、マスコ

ミ、他士業などと、勉強会、相談会、意見交換会、ケー
ス会議等の様々な形で日常的にコミュニケーションをと
るようにしています。
　さらに、弁護士会の会務等の石垣島での実行役にもな
ります。消費者や高齢者、法教育等の委員会に所属し、
それぞれのイベント（勉強会、授業、相談会等）を石垣
島で行うときは、私が担当します。公益的な弁護団に加
入し、石垣島での相談会や、石垣島在住の依頼者を、私
が担当しています。

　ひまわりを目指したきっかけは、ロースクール在学中
のエクスターンシップで、司法過疎地への赴任を目指し
て養成を受ける新人（私にとっては先輩）弁護士に出会っ
たときでした。
　単純に「困っている人たちのためになりたい」と考え
て弁護士を目指していた私にとっては、他に頼れる弁護
士がいない地域で、自分が最後の砦となって戦う司法過
疎地での弁護士業務に、大きな魅力とやりがいを感じま
した。そして、自分も最後の砦になりたいと思って同じ
道に進み、今に至ります。

たことは今後のキャリア形成にプラスになると思ってい
ます。私の活動01

Works たら弁護士さんに相談しようと思います～」なんて言っ
ていただけたら、ひまわりとして頑張ったかいがあると
いうものです。
　②も、狭い地域ならではのやりがいです。最近では、
地元マスコミと実名報道についての意見交換会を開きま
した。石垣島では、いわゆる軽微な事件（万引き、器物
損壊等）であっても、逮捕されるとほぼ必ず実名で報道
され、狭い地域だけに実名報道の影響も大きく、島中の
人に知られてしまって再就職できないなど支障が生じる
こともありました。そこで、弁護士とマスコミとの意見
交換会を主催し、弁護士からは刑事処分の実態（嫌疑不
十分による不起訴処分の割合など）や実名報道の弊害を
説明し、マスコミ側からも報道の目的などの説明を受
け、適切な報道の在り方について議論したのです。その
結果、無意味な実名報道が控えられるようになってきて
います。
　このように、今まで弁護士の存在も必要性も広まって
いなかった地域でその広がりを体感できること、狭い地
域ならではの地域全体に関わる仕事をしやすいことは、
ひまわりならではのやりがいです。

若手会員へのメッセージ05

Message

やりがい03

Challenge

活動に取り組むようになったきっかけ02

Trigger

時間の取り方・活動する中で苦労すること04

Time Management

司法過疎地　最後の砦として

　司法過疎地での勤務のやりがいは、①これで弁護士に
依頼してくれる人が増えたな～と思えたとき、②自分が
地域全体に貢献できたと思えたときに特に感じます。
　①は、地域の方々と協力して事件の解決ができた時に
「弁護士さんがいなかったら、絶対うまくいかなかった」
「石垣島でも弁護士さんに頼めることが分かってよかっ
た。しかも、思ったよりも安く！」「これからは、何かあっ

　ひまわりは、弁護士登録２～３年目の若手弁護士が赴
任することが多いため、当然、事件処理や事務所の経
営（収支、人事等）で悩むこともあります。また、狭い
地域で生活するがゆえの息苦しさはあり、飲み屋やスー
パーで相手方に出会うことも、ままあります。
　ですが、ひまわりの強みは、同じ志と悩みをもつ仲間
や先輩が全国にたくさんいることです。仲間や先輩に
日々相談してアドバイスや刺激を受けて頑張ることがで
きます。早い時期に一人で事務所を経営する経験を持て

米 元 　悠
 沖縄弁護士会

新 64 期
八重山ひまわり基金

法律事務所

Yonemoto　Yu
2010 年	３	月	中央大学法科大学院修了
2010 年	９	月	司法試験合格
2011 年	12	月	司法修習終了
2011 年	12	月	東京フロンティア基金法律事務所勤務
2014 年	１	月	八重山ひまわり基金法律事務所勤務

　困っている人の役に立ちたい、と考えて弁護士を目指
された若手会員の皆さんにとって、司法過疎地での勤務
は、魅力的な一つの選択肢になると思います。
　ひまわりや法テラスが普及してきたとはいえ、司法ア
クセス障害の解消が実現したとは言えません。「弁護士
が八重山にいるとは思わなかった」「弁護士に頼んだら
何百万円もかかると思っていた。」「困ってはいたけど、
弁護士さんに頼む問題だとは思っていなかった」という
声は、今でも頻繁に聞かれるのが現実なのです。
　そんな地域に自分が赴き、地域に法の支配を行きわた
らせるために最後の砦として奮闘できる司法過疎地での
業務は、本当にやりがいのあるものです。
　ひまわりは、２～３年という任期もあり、日弁連の支
援もありますから、若手会員の皆さんこそがチャレンジ
できる制度です。任期を終えた先輩方は、そのまま地域
に定着する方、地元や出身事務所に戻る方、留学する方、
任期付公務員になる方など、様々なキャリアアップをし
ています。
　興味のある方は、『自由と正義』の『リレーエッセイ　
公設事務所だより「津々浦々にひまわりの花を」』をご
覧いただくか、ひまわりに赴任した（赴任中の）先輩に
実際に話を聞いていただくと、よりイメージが湧くかと
思います。もちろん、旅行を兼ねて、八重山ひまわりに
遊びに来てくださるのも大歓迎です！
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　日弁連と熊本県弁護士会の犯罪被害者支援委員会に所属
し、普段の業務でも犯罪被害者を支援する事件に取り組んで
います。
【委員会活動】
　日弁連では毎年、人権擁護大会と、それに先立って各種の
シンポジウムが開催されています。弁護士が人権擁護に取り
組んでいることを社会に知ってもらう機会で、マスコミ取材
や弁護士以外の参加もある、日弁連の一大イベントです。
　２０１７年は滋賀県大津市で開催され、シンポジウムで
は犯罪被害者支援をテーマとする第１分科会が行われまし
た。私はそのシンポジウムにバックアップ委員として参加し、
１０ヶ月に及ぶ準備期間で、全国の弁護士と意見を交わした
り、基調報告書を作成したりする準備に携わりました。その
シンポジウムでも紹介されましたが、犯罪被害者のための条
例を制定する自治体が増えています。ただ、私の住む熊本県
では未制定なので、熊本県弁護士会の犯罪被害者支援委員会
では被害者条例のためのＰＴを作り、望ましい条例を目指し
協議・検討を始めました。１ヶ月に１回ＰＴを開き、モデル
条例案や他自治体の例を学んだり、日弁連の委員と情報交換
しながら、熊本らしい条例を作ろうと奮闘しています。
【被害者支援事件】
　法テラスの犯罪被害者支援精通弁護士制度や、熊本の性暴
力被害者のためのワンストップ支援センター「ゆあさいどく
まもと」の協力弁護士として登録しています。そのため、犯
罪被害者の法律相談を１ヶ月に１～２件実施し、うち約半数
を受任します。一つの被害者支援事件でも、弁護士が携わる
ことはたくさんあります。ある性犯罪被害者の事件では、刑
事事件の被害者参加弁護士としてだけでなく、その後の損害
賠償命令・民事訴訟、労災申請、犯罪被害者給付金申請、生
活保護申請同行等を実施しました。

　また、ある学生の事件では、事件後、学生が今まで通りの
ようには通学できなくなり、被害に遭った学生が元の日常を
取り戻せるよう、学生本人やご両親とともに学校を訪問して、
通学しやすい環境への改善を求める活動も行いました。
　被害者支援活動をどこまで多く、深く実施できるかは、被
害者の状況や弁護士との信頼関係等で異なります。一つ一つ
の事件や被害者の被害や置かれた状況を見て、その都度、今、
この被害者に必要な支援は何かを考えています。

　司法試験の勉強をしていた頃から、被害者がどのように守
られるのか疑問に感じていました。弁護士登録をしてから、
当時所属していた福岡県弁護士会の先輩弁護士に勧められて
犯罪被害者支援委員会に入り、自然と被害者に関わる事件に
携わるようになりました。具体的な事件をやり始めた当初は
不慣れでしたが、受任した事件で疑問や問題が生じた時には、
委員会の先輩に相談しアドバイスをもらうなど、面倒見のい
い、信頼できるメンバーに恵まれました。
　熊本県弁護士会に登録換えしてからも、委員会で悩みを相
談することがあります。委員会活動と受任事件は、切っても
切り離せないものだと感じています。

　一般事件で受任した案件において、過去の犯罪被害のトラ
ウマに悩む依頼者がいました。何人かの弁護士と話をしたそ
うですが、過去の被害を話す気にはなれず、気持ちを理解し
て代理人を引き受けてくれる弁護士を探していました。数回
の打合せの後、依頼者が過去の犯罪被害について話してくれ
ました。依頼者いわく「あなたになら安心して話せると思っ
た」とのことでした。犯罪被害者の方に寄り添ってきたこと
で自然と身に付いた接し方に、安心し話してくれたようです。

犯罪被害者にもサポートの手を

2008 年	３	月	熊本大学法科大学院修了
2010 年	９	月	司法試験合格
2011 年	12	月	司法修習終了
2012 年	４	月	弁護士法人しらぬひ不知火合同法律事務所勤務
2017 年	４	月	コスモス法律事務所勤務

その後も、受任事件の中で必要な措置（別室を利用した尋問）
を裁判所に認めてもらえたので、安心して依頼者の尋問に臨
めました。依頼者が緊張しつつも、言い淀むことなく尋問に
答える姿が印象的で、代理人として役割を果たせたことに安
堵しました。

私の活動01

Works

活動に取り組むようになったきっかけ02

Trigger

髙 木 百 合 香
熊本県弁護士会

新 64 期　
コスモス法律事務所

Takaki Yurika

されるのです。他人を信頼できなくなり、時には自分の大切
な家族や恋人につらく当たってしまい、そのためにさらに自
分を責める被害者もいます。
　刑事事件の被害者（証人）として、捜査機関の取調べや裁
判の出廷に応じ、被害を追体験する供述を求められることも
あります。『傷口に塩を塗り込む』とも表現される二次被害
であり、大変辛いものです。
　このような状況の被害者に心揺さぶられ、共感していると、
支援する弁護士も非常に辛い心理状態、例えば不眠の症状が
出ることがあります。ただ、弁護士には常に冷静な判断が求
められます。心が揺さぶられたがゆえに冷静な判断ができな
ければ、被害者（依頼者）も弁護士も不幸です。被害者と共
に涙することはありますが、被害者と同化はせず、法律の専
門家としての仕事を全うするよう心掛けています。

【時間の取り方・折り合いの付け方】
　以前所属していた福岡の事務所も、現在の熊本の事務所も、
委員会活動には協力的です。委員会活動では、人脈が広がる
だけでなく、他の弁護士の仕事の受け方、進め方を窺い知れ
て、自分の仕事を客観的・俯瞰的に省みる機会ができます。
結果的に、独善的な判断に陥ることを回避できるように思い
ます。
　このように、委員会活動は有意義ですが、委員会で仕事
を引き受ける際には自分のキャパシティ（受任事件のスケ
ジュール、私自身の体調や家族との時間）と相談します。
　４歳になる長男との時間は私の原動力でもあり、特に大切
にしています。日頃はフルタイム稼働していますので、母に
協力してもらいながら育児をしています。日弁連人権擁護大
会や九州弁護士会連合会定期大会等では無料で託児施設が設
置されるので、宿泊を伴う大会等へは、託児施設を予約して
長男と参加しています。日頃、一緒にいられる時間が短い分、
遠方への出張の機会に長男と過ごす時間は愛おしく、英気が
養われるのを感じます。
【活動を行う上で大変なこと】
　犯罪被害に遭うということは、犯罪そのものの被害だけで
は済まされません。加害者が憎いのはもちろんですが、被害
に遭った理由を自問自答し続け、自分を責めることがありま
す。被害に遭った時のことが毎日、毎晩フラッシュバックし
て眠れなかったり食べられなくなったり、これまでの生活が
失われ、仕事や学校に行けなくなり、失業や退学を余儀なく

　弁護士が寄り添うのは、被害後の数ヶ月、検察官の処分や
裁判までが多いと思いますが、被害者にとって処分や裁判で
“一件落着”ではありません。処分や裁判までの短期間で被
害者が以前の日常を取り戻せることはほぼありませんし、む
しろその後の人生の方が格段に長いのです。ただ、弁護士が
関わるその数ヶ月は、被害直後の最も苦しい時期でもありま
す。その時に寄り添い、伴走をするのは大変ですが、人の役
に立っているという実感も十分にあります。加害者を処罰す
ることだけが被害者の至上命題とも限りません。被害者は悩
みます。その時に、弁護士が一緒に悩み、選択肢を示し、被
害者が長い将来後悔しなくてもよい選択をできるよう力を尽
くしたいと思います。
　被害者支援の制度は他に比べて日が浅いためか、若い弁護
士が多く活躍しています。若い者同士、切磋琢磨しながら一
緒にがんばっていきましょう。

若手会員へのメッセージ05

Message

印象に残っていること03

Impression

時間の取り方・活動する中で苦労すること04

Time Management
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　個人の依頼者の労働事件、顧問をする労働組合の労働
事件（労働者側）が業務の中心です。こうした事件活動
に加え、事務所が所在する地域や労働組合の学習会など
で講師を担当し、労働法制を解説するなどしています。
　また、現在は、２０１５年より事務局次長を務める日
本労働弁護団での活動に力を入れています。この弁護団
は、労働者と労働組合の権利擁護を目的として組織され
た全国的な団体ですが、積極的な立法提言、高校生・大
学生などへのワークルール授業（働く上で必要な法律や
決まりなどを教える授業）、さらには会員の研鑽のため
の講座や研究会なども実施しています。事務局次長とし
て、それらの運営に関与し、走り回る毎日です。なお、
自身の事件活動についても、社会に広めるべき問題につ
いては記者会見をしたり、専門誌に寄稿したりして、個
別の問題に終わらせないように心がけています。

　私がロースクール１年生だった２００８年は「派遣切
り」が大きな問題となり、年末には「年越し派遣村」が
開設されたことが印象に残っています。その影響もあっ
てか、個別事件での労働者の権利擁護はもちろん、より
良い法制度の整備などにも実務家として関わっていきた
いと思っていました。実際に弁護士になって、長時間労
働の問題、非正規雇用の問題などに接し、現在の法制度
が不十分であることを実感しています。
　また、多くの人にワークルールが知られていない現状
や知っていても実践することができていない現状も知り

ました。そのため、先に述べたような学習会の講師活動、
日本労働弁護団での諸活動、特にワークルール授業など
に積極的に関わるようになりました。上手くいかないこ
ともありますが、諸先輩から学んだり、仲間と楽しみな
がら参加しています！

私の活動01

Works

　事件活動以外の活動に力を入れれば入れるほど、事務
所を不在にすることが多くなりますし、事件活動に割く
時間も減ることになります。最も大事な生活時間も減っ
てしまいます。私自身の課題です。ただ、これまで述べ
たような事件活動以外の活動も弁護士に求められている
仕事だと思いますし、私がやりたかったことです。もち
ろん、弁護士として、一つ一つの事件活動が最も大事で
すが、事件活動以外の活動も、日々の事件活動と大きく
関係していると思っています。事件活動に全力を注ぐか
らこそ、それ以外の諸活動の糧になると信じています。
そうは言っても、事件活動が忙しく、また、自分の生活
で優先しなければいけないことがあると、事件活動以外
の活動に参加できないときもあります。私はそれで良い
と思っています。あまり無理すると、やりたかった活動
が楽しくなくなってしまいます。それではもったいない。
また参加できるようになれば、そのとき参加すれば良い
と自分に言い聞かせています。

若手会員へのメッセージ05
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活動に取り組むようになったきっかけ02
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時間の取り方・活動する中で苦労すること04

Time Management

労働分野ではまだまだ弁護士の力が必要です

　昨年、ある私立高校からワークルール授業の依頼があ
り、授業に行ってきました。当たり前のことですが、生
徒達には、私達専門家が普段使っている法律用語や概念
は伝わりません。また、興味も持ってくれません。生徒
達がどうすれば興味を持つか、労働法を身近に感じるか、
どうすれば労働法の考え方を理解できるのか、学校の先
生とも相談しながら四苦八苦して準備しました。
　その高校では、高校生にとっても身近な「ブラックバ
イト」の問題を事例形式で取り上げました。「アルバイ
ト先から損害賠償を請求された！」「辞めたいのに辞め
させてくれない！」「シフトに勝手に入れられる！」な
どの事例です。この事例をグループに別れて検討しても
らい、ディスカッションし、解説しました。
　ワークルール授業の難しさは、ルールを知るだけでな
く、そのルールの使い方を身に付けてもらうことです。
そこが上手く伝わっているのかは分かりません。けれど、
実際に授業をして、生徒から「良く分かった！」「面白かっ
た！」と言ってもらうと、お世辞でも嬉しいものです。

　私自身、毎日が試行錯誤です。ただ、様々な活動を楽
しみながらできています。特に労働事件を中心にする弁
護士は、様々な立法課題の検討、提言やワークルール授
業等の諸活動に参加するからこそ、日々の事件活動にも
大きな意味を見出すことができるのだと思います。
　逆に事件活動からそれ以外の諸活動へのヒントを得る
ことも多くあります。両者は車の両輪のように感じま
す。偉そうなことは言えないのですが、それを感じたと
き、とても弁護士の仕事にやりがいを感じます。労働分
野で皆さんとご一緒に活動できることを楽しみにしてい
ます。

竹 村 和 也
東京弁護士会

新 65 期
東京南部法律事務所 

Takemura Kazuya
2011 年	３	月	早稲田大学法科大学院修了
2011 年	９	月	司法試験合格
2012 年	12	月	司法修習終了
2012 年	12	月	東京南部法律事務所勤務
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　弁護士登録後２年半近く法律事務所で勤務し、外国人
の権利に関する委員会、国選弁護といった活動に積極的
に参加する一方で、障がいを持つ方の権利擁護に関する
国際シンポジウムの翻訳・通訳業務にも挑戦していまし
た。委員会活動は、日本における入国管理制度など、専
門的な分野の知識を深め、既存の制度を改善するための
活動に参加したり、専門的な法律相談を担当したり、と
ても有意義な経験でした。
　２０１５年に企業内弁護士として働き始めると、時間
的な制約から、委員会活動や国選弁護に携わることは難
しくなりましたが、シンポジウムの翻訳・通訳のような
短期集中型の業務であればなんとかこなすことができる
ので、これまで毎年続けてきました。入社して間もない
２０１５年には、１週間の有給休暇をもらい、日弁連の
英国における意思決定支援制度視察の通訳・翻訳業務に
挑戦させてもらいました。

　権利擁護の国際シンポジウムに関わるようになった
きっかけは、大学院で履修した授業に遡ります。大学院
では、希望する分野で少人数の実践的な授業を受けるこ
とができるクリニックという科目が用意されていまし
た。司法試験の科目ではありませんが、実際に弁護士が
日々どのように活動しているのかを間近に見ることがで
きる、とても貴重な授業でした。
　私が選択した分野は「権利擁護」という分野で、授業
では、社会がどうすれば障がいを持つ方が自らの権利を

きちんと実現することができるようになるのかを実例を
用いて考えました。
　権利擁護の国際シンポジウムの翻訳・通訳の仕事は、
このクリニックを担当してくださった先生から声をかけ
ていただいて始めた仕事でした。

私の活動01

Works

　私が勤務する会社は、社外における活動にもとても理
解があり、私の上司も私がこれらの活動に参加すること
を応援してくれていますので、とても恵まれた環境にい
ます。もちろん、困ることもあります。限られた有給休
暇を使って活動するため、体調不良などで有給休暇を
使ってしまうと、活動に参加するための有給休暇が無く
なってしまうという事態も時に発生します。また、たま
たまシンポジウムの開催期間と勤務先の繁忙期が重なっ
てしまうと、体力的にも精神的にも本当に苦しい状況に
陥ります。
　時間の制約や他の業務との折り合いのつけ方といった
悩みは、どんな仕事をしていても、全ての弁護士が経験
することだと思いますので、長続きさせるためにも、あ
まり無理しすぎず、できる範囲で、できる時に、できる
事をやればいい、と自分の中では整理しています。

若手会員へのメッセージ05
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できる範囲で、できる時に、できる活動を！

　権利擁護の国際シンポジウムの翻訳・通訳の仕事は、
とても難しい仕事ではありますが、大学院にいたときか
ら興味のある分野だったこともあり、また、弁護士登録
する以前は、主に翻訳や通訳、英語講師などの職につい
ていましたので、その時代に培った語学力や技術と、法
律の知識を組み合わせて挑戦できる仕事にとてもやりが
いを感じています。
　国際シンポジウムとはいっても、みなさんほぼボラン
ティアで企画し作り上げていくイベントですので、毎回
資料が出来上がるのは直前で、事前準備は困難を極めま
す。各国の講演者から送られてくる大量の資料を短時間
で解読し、各国の法律の違い、用語の違いなどを学び、
理解して資料を翻訳し、本番の同時通訳に備える作業は、
１週間ほど続く不眠不休の戦いです。それに加えて、当
日に発生する数々のハプニングと混乱に冷静に対応する
余裕と度胸を求められるので、心身ともに本当に鍛えら
れます。毎回、シンポジウムが終わると放心状態ですが、
共に戦った通訳仲間たちとは盛大に互いの労をねぎらい
ます。

　みなさんそれぞれ、勤務場所、勤務形態、勤務条件と
いった職場環境によって、できること、できないことが
分かれてくると思います。そういった中で、工夫して時
間を見つけて普段の業務とは少し違った活動をしてみる
ことは、いつもとは違う視点で社会を見ることができた
り、たくさんの人と出会うことができたり、自分を見つ
め直すことができたり、新しい知識が身に付いたりして
とても勉強になりますし、思いがけないところでその知
識や経験が役に立ちます。また、自分の専門性を生かし
た活動が、自分のためだけでなく、社会のためになる活
動であれば、人に喜んでもらえる素晴らしい経験をする
ことができると思います。できる範囲で、できる時に、
是非いろいろなことに挑戦してみてください。

髙 山 由 起
東京弁護士会　　

新 65 期
アシュリオンジャパン・

ホールディングス
合同会社

Takayama Yuki
2009 年	３	月	法政大学法科大学院修了
2011 年	９	月	司法試験合格
2012 年	12	月	司法修習終了
2012 年	12	月	五反田法律事務所勤務
2015 年	３	月	アシュリオンジャパン・ホールディングス合同会社勤務
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　私は被災地の災害復興支援活動に力を入れています。
東日本大震災の被災地は、その大部分がいわゆる司法過
疎地です。特に岩手県沿岸はその傾向が強く、現在活動
している陸前高田市では、私一人しか弁護士がいません。
そのため、この地域の法的な復興支援活動は、私がやら
なければ誰がやるといった状態になっています。
　さて、現在最も時間を割いているのは、仮設住宅・災
害公営住宅の巡回相談活動です。これは、岩手弁護士会
や地元ＮＰＯに協力していただきながら、１年かけて市
内の仮設住宅・災害公営住宅を全て訪問するというもの
です。ちなみに、私が岩手はまゆり法律事務所で活動し
ていたころは、釜石市・大槌町で同様の巡回相談活動を
していました。
　その他にも、自治体・社会福祉協議会・被災企業・Ｎ
ＰＯ等の支援活動や、各種組織や団体が主催する相談会
への参加などもあります。変わったところでは、東京の
弁護士と連携して法改正運動をすることもあります。や
はり、被災地の現場の情報は立法事実の裏付けとして重
要ですからね。

私の活動01

Works

若手会員へのメッセージ05

Message

やりがい03

Challenge

活動に取り組むようになったきっかけ02

Trigger

時間の取り方・活動する中で苦労すること04

Time Management

弁護士活動の原点　困っている人のために役立とう

瀧 上 　明
岩手弁護士会 

58 期
弁護士法人空と海

そらうみ法律事務所
陸前高田事務所

Takiue Akira

2000 年	３	月	大阪大学法学部修了
2003 年	11	月	司法試験合格
2005 年	10	月	司法修習終了
2005 年	10	月	弁護士法人あさひ法律事務所勤務
2006 年	10	月	釜石ひまわり基金法律事務所所長
2011 年	４	月	弁護士法人東京パブリック法律事務所勤務
2011 年	７	月	震災復興をめざす岩手はまゆり法律事務所所長
2014 年	９	月	弁護士法人東京パブリック法律事務所勤務
2016 年	10	月	弁護士法人空と海そらうみ法律事務所陸前高田事務所所長

　きっかけは、私が東日本大震災直前まで釜石ひまわり
基金法律事務所の所長をしていたことです。
　東日本大震災が発災したのは、私が釜石から東京に移
住した、わずか２０日後でした。発災当初はテレビ映像
やネット、電話などでしか被災地の様子を知ることが出
来ませんでしたが、１６年前に自ら体験した阪神淡路大

震災を超える大災害が発生したこと、さらには、被災地
の復興のために法律家の力が必要となることが容易に想
像できました。
　ここで行動しなければ弁護士になった意味が無いとさ
え感じ、入所したばかりの東京パブリック法律事務所に
退所の許可をいただき、被災地に戻り自ら事務所を立ち
上げて復興支援活動に携わることを決意したのでした。
こうして、発災４ヶ月後の７月１１日に立ち上げたのが、
岩手はまゆり法律事務所です。

　災害復興支援活動に取り組むことの最大のやりがい
は、困っている人のために役立つという実感を、とても
ストレートに得ることが出来る点にあります。こうした
弁護士活動の原点ともいえる思いを実現できる場で働く
ことには、他では得難い充実感があります。
　次に、印象に残ることといえば、やはり、被災された
方々と直に接して得たものになります。やり場のない怒
りや、喪失感、不安感、不公平感、焦燥感、諦めといっ
た、どうにもならない感情に接して、弁護士として何を
感じ、どういう行動をするか。例えば、高台移転が遅々
として進まない地域状況の中で、「仮設住宅で死にたく
ない」と言葉を絞り出すご高齢の方に対して、自分は何
が出来るのか。弁護士として、さらには人として、試さ
れているように感じます。

　被災地で活動すると、無償ないしほぼ無償の仕事の割
合が多くなります。岩手はまゆり法律事務所で執務して
いた発災直後の時期ですと、稼働時間の３分の２近くが
巡回相談のような、ほぼ無償の活動に使われていたと記
憶しています。
　したがって、どうしても、事務所経営を成り立たせる
ことが難しくなり、岩手はまゆり法律事務所は閉鎖する
ことになりました。その後、東京パブリック法律事務所
に戻り、態勢を立て直した後、陸前高田に支所を置く弁
護士法人の一員として、再び岩手に戻りました。
　現在の弁護士法人の支所という形式は、こうした経営
上の負担を分散する意味もあります。ただ、自分の本来
的業務とは別に弁護士法人の運営に伴う業務が発生する
ため、それはそれで大変ではあります。

　東日本大震災以後でも、全国各地で大災害が発生して

います。災害救助法の適用がなされた地域数は、平成
２７年度は延べ５県２８市町、平成２８年度は延べ５県
８２市町村です。今や、災害復興支援活動は、弁護士の
基本的な活動の一つになりつつあると思います。
　いきなり被災地に拠点を移して活動することは難しい
ですが、大災害が発生した地域の弁護士会では、その直
後から、被災者専用の法律相談や電話相談を行っている
ことがほとんどです。また、弁護士会の垣根を越えて、
被災地以外の地域の弁護士会からも出張法律相談として
定期的に弁護士を派遣しているケースもあるようです。
研修などの要件が必要な場合があるかもしれませんが、
情報収集し積極的に参加してみてください。
　復興支援活動においては、現場が重要です。弁護士は
ともすると観念的な法律論を振りかざしがちですが、そ
れだけで終わらず、被災地の現場からどのように法を活
かせるか、法は被災者の方々に何が出来るかを考えるこ
とは、他の事件活動にあたっても活きてきます。
　東日本大震災から数年が経過して復興支援活動に関心
を持つ若手会員が減少しているようですが、弁護士とし
てのどこかの時期に、少しでもいいので何らかの復興支
援活動に携わってみて下さい。後日、きっと役に立ちま
す。
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　私は、いわゆる町弁です。依頼があればどのような分野の
事件であっても全力で取り組んでいます。幅広く取り扱う分
野のうち、私が特に力を入れているのが消費者問題です。第
一東京弁護士会、関東弁護士会連合会、日本弁護士連合会の
消費者問題対策委員会にそれぞれ所属しています。また、地
方自治体の消費生活センターを通じて、消費者からの消費生
活に関する相談の受付を行ったり、危害情報の収集、情報提
供や事業者に対する改善要請を行ったり、消費者問題につい
て幅広く取り組んでいる独立行政法人国民生活センター（以
下「国セン」といいます。）に、非常勤職員として勤務して
います。
　第一東京弁護士会の消費者問題対策委員会では、個別の消
費者事件の事例検討や消費者被害防止のための地域における
連携問題、特定商取引法の解説本の執筆などに取り組んでい
ます。関東弁護士会連合会の消費者問題対策委員会は、弁護
士会よりもやや広い範囲での活動となり、各弁護士会の活動
状況の共有や法改正等の際の意見書の起案、提出を行ってい
ます。最後に、日本弁護士連合会の消費者問題対策委員会で
は、さらに広い範囲での取組みを行っており、全国各地にお
ける消費者被害防止のためのネットワーク作りやシンポジウ
ムの企画、開催を行っています。
　次に、国センにおける活動ですが、国センは、裁判よりも
簡易、迅速、安価に紛争を解決する手段であるＡＤＲ（裁判
外紛争解決手続）を実施しており、当該手続を行う事務局（紛
争解決委員会事務局）に勤務しています。具体的な業務とし
ては、ＡＤＲに申請された個別の事案を紛争解決に繋げるた
めに、消費者の主張から法的な問題点を抽出し、それを、当
事者間の仲介を行う仲介委員と共有し、また、ＡＤＲ期日へ
立ち会って、議事録の作成を行い、和解が成立するのであれ

ば、その場で和解書の作成も行っています。

　若手会員の皆さんは、まだご自身がどういう分野に興味が
あるのか、どういう分野が向いているのか、どういう分野が
あるのかさえ分かっていない方も多いと思います。新しいこ
とに挑戦するのは非常に勇気がいることです。なかなか一歩
を踏み出せないこともあるかもしれませんが、まず思い切っ
てやってみることが非常に重要だと思います。
　修習生時代の私は、弁護士になった際にこれほど消費者問
題に真剣に向き合うことになるとは全く思っていませんでし
た。国センに勤務することとなったことが私の弁護士人生の
転機だったと思います。あのとき、消費者問題はやったこと
がないから止めておこうと思っていたら全く違った弁護士人
生になっていたと思います。
　思い切ってやってみた結果、ご自身に合わないこともある
かもしれません。ですが、まだまだ長い弁護士人生、いくら
でもやり直しはききます。皆さんが一生をかけてやりたいと
思える分野に出会うには、まず一歩を踏み出すことが何より
も重要だと思います。そうして踏み出した皆さんを先輩弁護
士達はきっと歓迎してくれることでしょう。頑張ってくださ
い。

私の活動01

Works

　国センの業務は月１３日と決められています。それ以外の
時間を使って事務所の事件や個人受任した事件を処理してい
ます。国センに朝から勤務し、夕方以降、事務所で業務を行
うという日がほとんどで、帰りは終電、土日は事務所で仕事
ということは日常茶飯事です。
　こうした日々の業務で一番大変なことは、やはりスケ
ジュールの組み方です。裁判所が開いている時間の多くは国
センに勤務する時間と重なりますので、裁判の期日調整や依
頼者との面談の調整については非常に気を遣います。仕事終
わりの遅い時間の面談の方がよいという方もいますが、多く
の方は遅い時間に弁護士事務所に行くのは気が引けてしまい
ます。かといって、日中に面談の予定を入れてしまうと、今
度は裁判の期日が入りません。こうしたジレンマの中で毎日
業務を行っています。

若手会員へのメッセージ05

Message

やりがい03

Challenge

　２０１１年５月頃、国センが非常勤職員の募集をしている
ことを私の事務所で消費者問題に取り組んでいた弁護士から
聞き、応募しました。無事、採用となり、これが、私が消費
者問題に取り組むようになったきっかけでした。
　しかし、弁護士登録から３カ月も経たないうちに勤務し始
めたため、最初のうちは、消費者問題の何たるかが全く分か
りませんでした。今だからこそ言えることですが、当時は、
消費者契約法や特定商取引法など、消費者問題を専門とする
弁護士であれば当然知っているべき消費者関連の法律をほと
んど知りませんでした。国センは消費者問題を専門に扱う機
関です。そこに勤務する職員さんや消費生活相談員さんは当
然、消費者関連の法律を熟知した人ばかりです。勤務当初は
頭を下げて教えてもらうこともありましたが、これが私の心
に火をつけました。消費者六法と顔をつきあわせ、消費者関
連の法律書も多く読みました。また、当時の国センの理事長
であった先輩弁護士からは消費者問題についてのいろはを教
えていただきました。その甲斐あって、現在では、周りの皆
さんから気軽に質問をいただくようになり、また、国センが
行っている、消費生活相談員さん向けの研修の講師も担当さ
せていただいており、周囲から頼りにされる存在として日々
業務に当たっています。

活動に取り組むようになったきっかけ02

Trigger

時間の取り方・活動する中で苦労すること04

Time Management

消費者問題の「プロフェッション」を目指して

　国センのＡＤＲは、日本で唯一の消費者問題専門のＡＤＲ
です。そうした非常に専門性の高い機関の事務局に身を置け

堀 川 直 資
第一東京弁護士会

新 63 期　　　
九段法律事務所

Horikawa Naomoto
2009 年	３	月	駒澤大学法科大学院修了
2009 年	９	月	司法試験合格
2010 年	12	月	司法修習終了
2011 年	４	月	九段法律事務所勤務
2011 年	６	月	独立行政法人国民生活センター紛争解決委員会事務局勤務

るという感謝と誇りを感じながら日々の業務に当たっていま
す。一方で、それに見合うレベルにならなくてはという緊張
感や自己研鑽の意識も醸成されます。また、普段の弁護士業
務で出会わないような様々な消費者事件に触れることがで
き、非常に多くの経験を積むことができることが国センＡＤ
Ｒのやりがいです。
　ＡＤＲの期日に立ち会うと、消費者の方はご自身の問題が
解決できるのか、どういった解決ができるのかと非常に不安
そうなお顔をされています。被害回復を図ることが難しい分
野でもありますので、和解が不調となることもありますが、
そうした中で、無事解決に至り、不安そうだったお顔に笑顔
が見られると消費者問題をやっていて良かったなと思いま
す。
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　私の所属する東京ディフェンダー法律事務所は、刑事
事件を専門に扱う事務所です。民事事件もありますが刑
事事件の割合はかなり多く、刑事事件の半数以上くらい
が否認事件だと思います。入所以来、国選・私選を問わ
ず、数百円の万引き事件から、殺人などの重大事件まで、
数々の刑事事件を担当してきました。裁判員裁判も１５
件程度扱いました。
　私は弁護士登録６年目です。所属弁護士会で法廷弁護
技術など刑事弁護研修の講師を担当しています。また、
当事務所でも新人向けに刑事弁護研修を行っており、そ
の講師も担当しています。

　「弁護士はHired Gun（雇われたガンマン）である」
──これは、法科大学院の恩師の教えです。法科大学院
で刑事法を学ぶまでは自分の進路をあまり真剣に考えて
いませんでした。
　けれども、刑事法ゼミのクリニックで、実際に動いて
いる刑事事件に関わる機会があり、裁判所への提出書面
の検討にも加わらせてもらいました。刑事法ゼミを通じ
て、刑事弁護に熱心に取り組んでいらっしゃる弁護士の
姿を見て「刑事弁護人はかっこいい！」と憧れました。
その時、刑事弁護人という自分の進路が決まりました。

　何といっても、民事事件では味わえない裁判ができる
ことです。刑事事件（特に裁判員裁判事件）では、法廷
での弁護活動で全てが決まると言っても過言ではありま
せん。毎回の法廷が本番であり、裁判員へのプレゼンテー
ションをどうするかなど、公判に備えた準備も気を抜け
ません。民事事件の書面中心で進められる裁判とは全く
異なり、公判の緊張感、そして「今、まさに裁判をやっ
ているのだ！」という感覚は、自分が弁護士にしかでき
ない仕事をしているんだと強く感じます。
　そして、自分の公判活動が認められて結果につながっ
た時の喜びは何ものにも代えられません。今まで４件の
無罪判決を勝ち取れました。
　まずは、女児に対する強制わいせつ事件で、被害女児
の供述の信用性が争点でした。反対尋問でそこを崩せた
ことが無罪の決め手でした。これは、弁護士になって１
年目の時に、修習同期と初めて担当した刑事事件でした。
　次に、殺人事件で責任能力を争い、無罪となりました。
　最近では、電車内での痴漢事件で、被害者と加害者の
身長差などから触るのが無理であることを法廷内で実験
するなどして明らかにし、無罪となりました。裁判官も
檀上から下りてきて真剣に実験の様子を見ていました。
　無罪判決を得て、依頼人と喜びを分かち合えることは、
弁護士として最大のやりがいであり、これほど嬉しいこ
とはありません。

私の活動01

Works

　刑事事件は面倒臭い、難しそうだ、プレッシャーだと
感じている方も多いかもしれませんが、そんなことはあ
りません。最初こそ、自分の刑事弁護活動は十分なのか
と悩むこともありましたし、依頼人との関わり方に悩ん
だこともありました。でも、慣れてしまえば大丈夫です。
そして何よりも、仲間がいます。刑事弁護に携わる弁護
士のネットワークは強大です。刑事弁護のやりがいや魅
力に取りつかれてやまない仲間が、全国各地にいます。
　例えば、「刑事弁護フォーラム」は、２００５年から
全国の刑事弁護人有志で運営しており、２０１７年現在
では約４０００人の弁護士が登録しています。このメー
リングリストに加入していただくと、先輩弁護士に様々
な質問をすることができ、懇切丁寧に教えてくれます。
毎月、新人弁護士向けに、若手ゼミ（参加無料）もやっ
ていますので興味のある方は参加してみてはいかがで
しょうか。
　あなたがひとたび刑事弁護に取り組んだ時、すでにあ
なたはもう私たちの仲間です。このやりがいのある刑事
弁護を、ぜひ私たちと一緒に担っていきましょう。

若手会員へのメッセージ05

Message

やりがい03

Challenge

活動に取り組むようになったきっかけ02

Trigger

時間の取り方・活動する中で苦労すること04

Time Management

みなさん、一緒に刑事事件をやりましょう！

　刑事事件が私の主要業務であり、労力の８割方は刑事
事件に費やしています。「民事もやるんですか？」とよ
く聞かれますが、民事事件もやっています。事件数で言
えば、刑事事件と同程度です。民事事件でも、尋問技術
など刑事事件の経験が生きるなと思うことが多々ありま
す。
　日々の業務に決まったスケジュールはなく、事務所に
いないことも多いです。刑事事件関係では、法廷に立っ
たり警察署や拘置所に接見に行くのはもちろん、事件の
現場に調査に行ったり、事件の解明に必要な専門家のと
ころに意見を伺いに行ったりすることにも時間を使って
います。接見が夜間になってしまったり、突然の逮捕へ
の対応など急な動きを求められたりすることもある分野
ですが、そうした場面こそ気合が入るものです。私生活
ともバランスを取りながら、臨機応変にスケジュールを
管理しています。決まった時間や命令で動くのではなく、
自分で考え、限られた時間を使ってやるべきことをきち
んとやるという心がけで日々の業務を行っています。（僕
のように）自由が大好きなタイプの人には合っている仕
事だと思いますね。

山 本 　衛
東京弁護士会

新 64 期
東京ディフェンダー

法律事務所

Yamamoto Mamoru
2010 年	３	月	一橋大学法科大学院修了
2010 年	９	月	司法試験合格
2011 年	12	月	司法修習終了
2012 年	１	月	 東京ディフェンダー法律事務所勤務
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　１９６１年３月に、三重県名張市で発生した名張毒ぶ
どう酒事件の弁護団として活動しています。本件は、第
１審で無罪判決の後、第２審で逆転有罪死刑判決となっ
た事件です。これまで、数々の再審請求を行い、一度は
再審開始決定が出たものの、即時抗告をされ、再審開始
の途が閉ざされてきました。
　そして、半世紀以上の闘いの末、２０１５年１０月に
奥西勝さんは亡くなりました。しかし、翌月に妹の岡さ
んが奥西勝さんの遺志を継ぎ、第１０次再審請求を申し
立てました。２０１７年１２月８日に名古屋高等裁判所
刑事１部は、一度も三者協議を行わずに再審請求棄却と
いう不当決定を行いました。それに対し、弁護団は、同
月１１日に異議申立てをし、現在に至ります。
　弁護団は、月に１回弁護団会議を開催し、新証拠の取
得や、新証拠を踏まえた意見書の作成、進行についての
議論を行っています。再審事件は、複数の争点を抱えて
いることが多く担当毎に分かれて活動することが多いの
ですが、名張事件でも同様に、担当班に分けて活動し、
月に１回の弁護団会議で報告して共有しています。ほか
にも、数年に１度、現地調査に赴き、自分の足で歩いて
新たな発見がないか模索するとともに、この事件の不自
然さを再確認しています。
　さて、第１０次請求審では、①封緘紙（ぶどう酒瓶の
瓶口を王冠で封印する際に使う紙）の糊の問題、②ぶど
う酒に混入された毒物の問題、③自白という３つの問題
が主な争点になっており、私は①（以下「糊班」といい
ます。）を担当しています。
　糊班では、２０１６年１月に証拠物の閲覧等として、
封緘紙の裏面に付着する物質の測定を材料科学の専門家
と共に行いました。測定した結果をもとに、同専門家に

鑑定を依頼し、付着物質の鑑定をしていただくとともに、
鑑定書の内容を裁判所に理解してもらえるように、糊班
自身が同専門家のもとに通って、鑑定書の内容について
のレクチャーを受けたりしました。その鑑定書及びレク
チャーを踏まえて意見書を作成するのが、糊班の役割で
した。
　そして、新証拠や意見書の提出を終えると、裁判所に
対し、新証拠に関する事実調べや三者協議の実施を求め
るなど、少しでも審理が進むように裁判所を促していま
す。
　また、本件は、全国に多数の支援者がいます。弁護団
員として、支援者に対する報告集会や学習会、支援者主
催の現地調査や街頭宣伝に参加して近況報告をしたりし
て、本件を過去の事件にさせない、忘れさせない、そし
て有耶無耶にさせない努力もしております。

おり、弁護士を目指したきっかけが名張事件でしたので、
就職活動の際に、「名張事件をやりたい」と明言してい
ました。幸いにして、当事務所には、名張事件に問題意
識を有している弁護士がおり、入所当初から事務所ぐる
みで弁護団活動を応援していただいています。それでも、
事務所の構成員である以上、通常業務に影響がでないよ
うに日々努力しております。
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　大学３年生のゼミ合宿で、この事件の現地調査に行
き、逆転死刑とした第２審の判決に不自然さや違和感を
覚え、どうにかしなければ今後も同じようなことが起こ
るかもしれないと思い、弁護士という職業を選択しまし
た。
　その後、司法修習生になり、弁護修習の際には、名古
屋で行われていた弁護団会議へ参加しました。その時は、
まだ奥西勝さんがご存命でしたが、体調が危ぶまれたの
で、早期に再審開始決定を勝ち取るために活発に議論さ
れていました。　　
　奥西勝さんが亡くなられ、第１０次再審請求の申立て
がなされた後、弁護士登録した私は、弁護団に加入しま
した。当初は、自分の役割を見つけられず、先輩弁護団
員について回っていましたが、当請求審の目玉論点にな
る糊（封緘紙）鑑定に関わりたいと思い、専門家への聴
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　県外への出張や、月１回の弁護団会議のほか、チーム
会議があるなど、時間は必要となります。他方で、通常
の業務もありますので、準備書面の提出期限と弁護団活
動の日程が重なることもあります。そういう場合には、
弁護団活動の流れを予想して計画的に通常業務を進めて
おくしかないと思います。
　私は、「弁護団活動をしているから休みがない」とい
うような、弁護団活動を負担に思いたくはありません。
少しの工夫で省時間は可能だと思っており、現在も、そ
の工夫を模索しているところです。
　他方で、事務所の理解も不可欠です。私は、先述のと
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　再審事件は、思っている以上に裁判所が高い壁となっ
て立ちはだかります。だからこそ綿密に、執念深く挑む
ことが必要となります。
　他方で、長年闘い続けている弁護団は、若手のブレー
クスルーを期待しています。自分の気づきやひらめきが
再審への道を切り開く可能性を秘めているのです。
　また、弁護団活動で得たスキルは、必ず通常業務でも
活きてきます。例えば、書面の構成や証拠の探し方や活
かし方など、通常事件だけでは思いつかないようなこと
が長年の経験をもとに弁護団では「普通」に行われてい
ます。ベテラン弁護士から若手弁護士まで様々な先輩弁
護士から、通常業務でのエピソードを聞くこともでき、
人脈も広がります。このように、弁護団だからこそ身に
つけられるスキルもあると思います。決して弁護団活動
が通常業務の支障とはなりません。　
　また、日弁連で再審支援決定がなされた事件は、日弁
連から様々なサポートを受けながら活動ができます。
　少しでも再審事件に興味関心があれば、首を突っ込ん
でみてください。時間のやりくりが難しくなったら、そ
こで考えても遅くはありません。再審弁護団は、いつで
も新入団員をお待ちしております。あなたも参加してみ
ませんか。

私のライフワーク
それは再審事件！

2014 年	３	月	名古屋大学法科大学院修了
2014 年	９	月	司法試験合格
2015 年	12	月	司法修習終了
2015 年	12	月	弁護士法人名古屋法律事務所勤務

　２０１６年１月に名古屋高裁において証拠物の閲覧等
として、事件当時の封緘紙の裏面の付着物を分析したこ
とに始まり、専門家へ依頼した鑑定が進められていくに
つれて、弁護団の予想が次々に的中し始めました。
　事件から半世紀以上経った今、科学技術の進歩によっ
て、非破壊の方法で封緘紙を分析できるようになり、新
たな事実（封緘紙の裏面に製造時に使用される糊以外の
物質が検出されたこと）が判明したのです。そしてこの
事実は、二度開栓という奥西勝さんの自白調書に全く出
てこない事実であり、犯行方法、犯行日時・場所に重大
な影響を及ぼす事実となります。そのような重大な事実
の発見に関与でき、とてもやりがいを感じています。
　また、本件は、多数の支援者の方に支えられています。
本件が闇に葬られないように活動されている支援者の方
からの声援も、非常に励みになります。
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被後見人の笑顔を見よう
2007 年	３	月	京都産業大学法科大学院修了
2007 年	９	月	司法試験合格 
2008 年	12	月	司法修習終了
2009 年	１	月	北浜法律事務所・外国法共同事業法律事務所にて勤務
2010 年	１	月	法テラス佐渡法律事務所赴任
2013 年	11	月	法テラス東京法律事務所赴任
2014 年	７	月	英国エセックス大学ヒューマンライツセンター客員研究員
	 	 	 （日本弁護士連合会ロースクール推薦留学：2015 年７月帰国）
2015 年	11	月	法テラス八戸法律事務所赴任
2018 年	３	月	法テラス埼玉法律事務所赴任

水 島 俊 彦
埼玉弁護士会

新 61 期
法テラス埼玉法律事務所

Mizushima Toshihiko

　２０１０年１月、法テラス佐渡法律事務所（新潟県・佐渡
市役所庁舎内）に赴任してから、業務を通じて成年後見人の
なり手不足の問題に直面し、なり手拡充のための活動に取り
組みました。具体的には、市町村の障害福祉課や高齢者を支
援する地域包括支援センター（社会福祉協議会）などの関係
機関と共にプロジェクトチームを立ち上げ、成年後見につい
ての実態把握アンケートを実施したり、法人として第三者後
見人の就任が可能な成年後見センターを設立したりしまし
た。また、第三者後見人の報酬助成に関する成年後見制度利
用支援事業の拡充を求める活動や、新たな受け皿として期待
される市民後見人の養成といった活動も行ってきました。
　その後、成年後見に関する実務の研究を深めるため、
２０１４年７月から１年間、英国に留学して「成年後見制度
と意思決定支援」に関する研究に従事しました。帰国して、
２０１５年１１月に法テラス八戸法律事務所（青森県）に赴
任してからは、生活困窮者支援を中心に関係機関と個別ケー
ス会議等を日常的に行うとともに、青森県内における成年後
見実態把握調査等を実施しました。他方で、大学の研究協力
員として、障害者権利条約や英国の意思決定能力法を踏まえ
た日本型意思決定支援モデルの開発、司法ソーシャルワーク
の持続的発展可能性についての研究も行っています。加えて、
日弁連高齢者・障害者権利支援センター運営委員（成年後見・
意思決定支援部会（第三部会）の部会長）として、意思決定
支援全国推進キャラバンの実施、意思決定支援を重視した成
年後見実務のあり方・仕組みづくりをはじめ、障害者権利条
約の政府報告書に対するパラレルレポート作成にも携わって
います。

　法テラス佐渡法律事務所に赴任していた約３年半、佐渡市
内における「後見過疎問題」（関係機関が成年後見申立てに
つないだとしても、なり手となり得る親族、専門職の受け皿
がほとんどない状態）に直面したのがきっかけでした。
　なり手を増やす活動を行う一方で、成年後見人や支援者
が、本当に本人の意思を最大限尊重して任務を遂行できてい
たか、という点について疑問に思うことがありました。そこ
で、障害者や高齢者本人による意思決定の機会が可能な限り
確保され、かつ、代理代行決定時においても本人の希望や価
値観が最大限尊重されるという「意思決定支援制度」が進ん
でいる英国に１年間留学し（途中、約１ヶ月オーストラリア
にも滞在し）、その制度と実務を学ぶことにしました。私た
ち弁護士は、つい「よかれと思って」相談者や依頼者に説得
的、指導的な態度を取りがちなところがありますが、意思決
定支援、本人中心の考え方からすれば、本人が本当に望んで
いることが何か、どのような価値観、人生観をもっているの
かを探求していくことも必要かと思います。調停や訴訟にお
いて経済的利益をとことん追及していくことが、必ずしも本
人が望んでいることとは限らない可能性もあります。最終的
な本人の満足感は、弁護士や周りによって決められた、ある
いは説得されて決めた結論ではなく、本人が自ら納得して決
めた結論だという実感があってこそ得られるものではないか
と思います。

　これまでは、本人の生活困窮状態をなんとか解消する、債
務整理をする、関係機関と連携して本人が医療、福祉サービ
スを受けられるようにする、という問題解決型会議で終える
ことが多かったのですが、意思決定支援会議では、本人の今
後の住まい、ライフスタイルについて、言葉のない本人の思
いをどのように汲み取るかをテーマに、話を聞くための環境
づくりや体験を中心とする情報提供、コミュニケーションの
工夫（絵カードや写真、頷きや手の合図だけで答えられる質
問等）についてそれぞれのアイディアを出し合いながら、そ
れぞれの職務領域で可能な限りの意思決定支援を本人に対し
て行うことになりました。本人にも、「私たちもできる限り
あなたが本当に思っていることを理解出来るように努力する
から、あなたもできる限り伝えるように努力してみて」と伝
えたところ、本人が言葉のリハビリを始めるようになり、先
日、数字のカウントをして見せてくれたり、表情や指の動き
で意図を示してくれるようになりました。会議を続けていく
につれて、次第に本人の冗談好きな一面も垣間見ることがで
きるようになりました。
　このように本人と本人を取り巻く関係者がいつも笑顔にな
れるような会議を、これからも継続できたらいいな、と素直
に感じました。同時に、診断書に基づいて本人は成年後見相
当とされたのですが、お互いに努力すれば、本当は自分で意
思決定をすることができるのではないか、これまで携わって
きた「成年被後見人」に対して十分な意思決定支援を尽くす
ことなく、周りや後見人としての客観的判断を優先してきて
しまったのではないか、と自戒するきっかけにもなりました。

疎地それぞれで求められる役割、内容が異なりますので、地
域の実情に合わせた活動を意識しつつも、柔軟に対応してい
く必要があるのではないかと感じています。
　時間管理は得意な方ではありませんが、なるべく移動中も
効率的に仕事が出来るように、クラウドサービスやグループ
ウェア、スカイプ等を活用して、事務局と常に連絡が取り合
えるようにしています。

　最近印象に残っていることは、脳梗塞を発症し、失語症に
なった成年被後見人に対する意思決定支援会議を、本人及び
本人を支援する関係者と共に行ったことです。

　さまざまな立場で同時並行的に仕事をしていくことになる
ので、所属している組織や関係者の理解が必要かと思われま
す。また、赴任した地域についても、都市部、中堅都市、過

　弁護士になった当初から成年後見に関するプロジェクト
チームを立ち上げたり、英国に留学しようと考えていたわけ
ではありません。たまたま司法過疎地である佐渡島に行くこ
とになり、弁護士２年目から成年後見人等として多くの経験
ができたこと、専門職・支援者との顔の見える関係が築けた
ことがきっかけだと思います。いつかは海外に行ってみたい
という漠然とした思いはありましたが、佐渡での経験がなけ
れば、その思いを具体化することもなかったと感じています。
　２０１６年度の成年後見申立て件数は３４，２４９件、そ
のうち弁護士が後見人に就任したのは８，０４８件です。成
年後見事件は、もはや我々弁護士の日常的な業務になりつつ
あると言えます。私の場合は、成年後見人のなり手が少ない
佐渡に赴任したことが、よりよい成年後見制度としていくた
めの活動のきっかけとなりましたが、各地には各地の実情に
応じた問題点や悩みがあると思います。まずは、扱うことに
なった個別の成年後見事件を大事にしていただきたいと思い
ます。その１ケースが２ケース、３ケースとなり、そこから
地域課題が見えてくることも多々あります。
　そして、一人で何でも抱えようとしないことも大事です。
自分ができる領域を意識しながら、関係機関と役割分担する
ことで、自然と連携も強化されていき、よりよい成年後見制
度になっていくと思います。
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　私は、現在、日弁連の国際交流委員会の活動として、
国際司法支援の業務に携わっています。委員会内には、
ベトナム、ラオス、モンゴル、カンボジア等、支援対象
国ごとに、いくつかのプロジェクトチーム（ＰＴ）があ
り、各ＰＴでは、対象国の法曹人材の育成や、弁護士ア
クセスの向上などを目標として活動を行っています。
　私がとりわけ積極的に関わっているラオスＰＴでは、
プロジェクトの一つとして、ラオスの司法研修所の弁護
教官に対する支援を継続的に行っています。ラオスで
は、２０１５年１月から新しく司法修習制度が始まりま
したが、司法研修所からの指導が必ずしも十分でないこ
とや、教官となった弁護士に指導経験がないこと等か
ら、当初、カリキュラムや教材などの策定が不十分な状
況でした。そこで、カリキュラムや運営の改善につなげ
るための活動を行っています。具体的には、２０１４年
度や２０１６年度のプロジェクトでは、ラオスの司法研
修所の弁護教官を日本へ１週間程度招聘した上で、日本
の司法研修所の元教官の方や、司法修習委員の方等を講
師として招き、日本の司法修習制度の概要や運営方法に
ついての知見をラオス側に伝えてもらったり、実際に司
法研修所を見学してもらったりして、研修を開催しまし
た。日本での研修を行う準備として、ラオスＰＴでは、
ラオス弁護士会側の要望を確認しながら、どのような研
修内容とするか、また誰を講師として呼ぶかを決め、講
師の方や研修受け入れ先との調整、研修中の通訳の手配
や、配布資料の翻訳の手配等を行っていました。また、
２０１７年度のプロジェクトでは、ラオスの司法修習に
おける問題点として、全体として統一的なカリキュラム
となっておらず、内容の重複等が見られる点が指摘され

ていたことから、現地でラオスの弁護教官を集めてワー
クショップ等を開催する等して、各弁護教官からそれぞ
れが担当する授業についての概要を記載したシラバスを
提出してもらい、どのようなカリキュラムの修正をすべ
きかについて、ラオス弁護士会との協議を続けています。
このような支援については、ラオス弁護士会からの評価
も高く、ラオスの弁護修習の改善につながっていると実
感しています。

　私は、高校生の頃から、国際協力の分野に興味があり
ました。そのうち国際司法支援の分野については、社会
の認知度はそれほど高くなく、私自身が知ったのも、法
律を学び始めた大学生の頃でした。活動を知って、社会
秩序が不安定な面を持つ途上国において、法の果たす役
割がとりわけ大きく、活動の重要な意義を感じました。
　弁護士登録後、日弁連の国際交流委員会やＪＩＣＡが
主催する国際司法支援に関するセミナー等に参加するう
ちに、国際司法支援に関わる人たちとのつながりができ、
現在の活動に参加するようになりました。
　参加し始めてまもなく、セミナー開催のため、ラオス
に渡航する機会をいただき、実際に現地の活動に触れて
イメージを持てたことは、その後の活動を続ける上で良
い経験になりました。

　国際司法支援の活動は、弁護士経験を活かしながら、
支援国のメンバーと司法分野の将来を築いていくとい
う、普段の仕事とは全く異なる面白味のある仕事です。
このような活動にご興味をお持ちの方がいれば、是非積
極的に参加していただきたいと思います。なお、国際司
法支援活動に携わる際に要求される語学力については、
支援関係者と英語でやり取りする機会もあるので、英語
の語学力があった方が望ましいですが、現地の言語の通
訳をつけることも多く、必ずしも必須のものではありま
せん。私自身も、留学経験等はなく、OJT で英語を勉
強しながら対応をしています。
　また、国際司法支援活動は、従来の典型的な弁護士業
務に限らず、弁護士業務の幅の広さを示す一例であると
思います。弁護士の醍醐味はその自由さであり、若手会
員の皆さんには、興味がある分野、社会的に意義のある
分野について、新しく開拓していっていただければ幸い
です。

私の活動01
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交流です。
　ラオスは、実働の弁護士の数が１００人に満たないと
も言われていますが、支援活動を通じて、ラオス弁護士
会の会長や執行部の方を含め多くの方と、長年に渡り、
良好な関係を築いてきました。今ではラオスで現地の弁
護士に会っていると、ほっとするような感覚もあります。
　また、カンボジアでは、日弁連が弁護士養成の支援を
始めた当初の弁護士が、今やカンボジアの弁護士会を支
える人材になっています。２０１５年に、弁護士養成校
でのセミナー開催等のためにカンボジアに渡航しました
が、弁護士養成の支援を始めた当初の弁護士が会長等に
なってカンボジアの司法を支えている姿を見て、強い感
銘を受けました。
　このように、各国の将来を支える人材に支援をしてい
るということに、非常に大きなやりがいを感じています。　　
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　国際司法支援活動に従事する中で、特に印象深いのは、
具体的な支援の内容はもとより、支援対象国の法曹との

　私自身は、通常の弁護士業務として、一般民事や刑事
事件等を幅広く取り扱っています。現在所属している事
務所は、若手弁護士同士で共同運営している形態になり
ますので、時間的にも自由に活動に携わることができま
す。勤務弁護士の場合には、事務所の意向も考慮に入れ
ながら活動することが必要になるかもしれません。日弁
連の委員会活動は興味のある活動に時間をたくさんかけ
たいという思いはありますが、やはり自身の仕事との調
整をすることは必要になってきます。
　また、現地に渡航する際には、短い日程でも、仕事を
２、３日休まざるを得ませんので、時に調整に苦労する
こともあります。

 中 村 　恵
東京弁護士会

新 64 期　　　
目黒総合法律事務所　

Nakamura Megumi

2009 年	３	月	東京大学法科大学院修了
2010 年	９	月	司法試験合格
2011 年	12	月	司法修習終了
2011 年	12	月	弁護士法人リーガルエイド法律事務所勤務
2013 年	４	月	目黒総合法律事務所勤務
2017 年	４	月	慶應義塾大学法科大学院（ＬＬＭ）入学

途上国にも「法の支配」を
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　私は現在、東京の法律事務所で働いています。そして、
通常の業務のほかに、東京弁護士会の委員会活動として
法教育委員会の副委員長をすると共に、日弁連では市民
のための法教育委員会の委員として法教育活動をしてい
ます。
　東京弁護士会における法教育活動は、主に模擬裁判と
裁判傍聴です。模擬裁判は小学校・中学校・高校に弁護
士が赴いて、授業時間を使って、あらかじめ当方で準備
したシナリオを用いて民事裁判・刑事裁判のロールプレ
イングを行い、生徒さん達に裁判官、弁護士（刑事では
弁護人）、検察官役を実際に演じてもらうことを通じて、
裁判の手続や法曹三者（裁判官・検察官・弁護士）の役
割や面白さを伝えています。模擬裁判が終わった後には、
弁護士に対する質問の時間を設けたり、普段の仕事につ
いてお話したりする時間を設けています。裁判傍聴は、
弁護士が生徒さん達を引率して東京地方裁判所に刑事裁
判の傍聴へ行き、その後、東京弁護士会の部屋を使って
裁判手続きの流れの解説や、法曹三者の役割を伝えたり、
弁護士の職業について紹介したりしています。その他に
も、職業紹介のインタビューを受けたり、東京都教育庁
と連携して、公開授業に法律実務家として関わったり、
夏休みや秋休みに、公認会計士協会と連携してジュニア・
ロースクールを行い、それぞれの仕事や役割を紹介した
りしています。
　日弁連における法教育活動は、教材作成や政策提言
等、様々な活動があります。私は主に、「日弁連高校生
模擬裁判選手権」の運営に携わっており、全国各地で開
催される高校生模擬裁判選手権について、シナリオの作
成や裁判所・検察庁との連携、関東大会の模擬裁判当日

の運営等を行っています。模擬裁判選手権は、関東大会
がこれまでに１１回開催されており、年々規模も大きく
なり、メディアに取り上げられることも増えてきていま
すので、今後、ますます盛り上がっていくと思います。

　私は、祖父母がどちらも小学校の教師をしており、昔
からよく学校の話を聞いて育ったため、学校教育に興味
がありました。そのため、私自身も、大学生時代に塾講
師のアルバイトをし、一時は将来の職業として教師にな
ろうか迷ったこともありました。結局は、もともと小さ
なころからなりたいと思っていた弁護士になることを決
めましたが、弁護士登録をしてすぐに知り合った弁護士
が、東京弁護士会において法教育活動をしており、弁護
士になっても教育に関わることが出来ることを知りまし
た。そこで、東京弁護士会の法教育委員会に所属するこ
とになりました。私は、前述のようにもともと学校教育
に興味があり、弁護士になってからも関われることに喜
びを感じており、内容としても非常に公益性が高く、こ
れからの法曹を育成していく上で、学校の授業の中で法
曹三者の役割や裁判の手続を紹介することができること
は、本当に重要な活動であると感じています。

　弁護士登録して間もない若手会員の方ですと、平日の
日中に法教育活動のために事務所を空けることは、事務
所との関係で難しいことがあるかもしれません。ただ、
模擬裁判の日程はかなり前から学校と調整しているた
め、数ヶ月前から予定を調整することが可能です。難し
いかもしれませんが、１ヶ月に１日でも、日中に時間を
作ることを頑張ってみていただければと思います。ある
いは、土曜日の授業の際に法教育活動を行うこともあり
ます。法教育活動を通じて子どもたちと触れ合うことで、
自身が「なぜ法曹になりたかったのか」「弁護士になっ
て何をしたいのか」という、自身の源流を見つめ直すこ
ともできますし、生徒さんも年の近い若い会員の方に来
てもらうことを楽しみにしていますので、是非法教育活
動に携わってほしいと思います。
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獲得を狙ってする会話とは異なり、純粋な気持ちで子ど
も達と向き合い、職業としての魅力を伝えることができ
ると考えています。加えて、子ども達に法曹の魅力を伝
えることで、日々、自身が弁護士を目指した理由と純粋
に向き合うことができると考えています。
　最近印象に残っているのは、私が数年前に、ある高校
へ刑事模擬裁判の指導に行った際、弁護人役として指導
した生徒さんです。昨年、たまたま同じ高校に模擬裁判
の指導に行くことがあったのですが、その際、数年前と
同じ担任の先生から、当時の生徒さんが、模擬裁判の授
業が終わった後に「永野先生のような弁護士になりたい」
と言って法学部を志し、今は大学の法学部に進学して、
法曹になろうと日々頑張っている、ということを教えて
もらいました。
　我々の行っている法教育活動によって、少しでも法曹
を夢見て、志す人が増えてくれれば良いと思っています。
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弁護士になりたい子どもを増やそう！

　法教育活動のやりがいは、まさに法曹に夢を持ってい
る子ども達や、あるいは法曹のことを知らない子ども達
と触れ合い、法曹の仕事の社会的意義等を伝えることが
できることにあると思います。法教育の活動は公益性が
高い一方で、弁護士にとって必ずしも経済的なメリット
があるものではありません。ただ、だからこそ、顧客の

　法教育活動は、純粋な公益活動の側面が強く、通常の
弁護士活動に直結するものではありません。加えて、法
教育活動のメインともいえる模擬裁判は授業時間内に行
われるため、平日の日中に活動する必要があります。ま
た、遠方にある学校もあるため、時には半日、一日仕事
になってしまう時もあります。
　私は、事務所に入った当初から、法教育活動をしたい
ことを事務所の代表に伝え、理解を得られていましたが、
時間の使い方については、きちんと事務所の代表等と相
談する必要があるかと思います。なお、現在は、ほとん

永 野 　亮
東京弁護士会

新 65 期　　　　　　　　
山下・渡辺法律事務所

Nagano Ryo
2011 年	３	月	中央大学法科大学院修了
2011 年	９	月	司法試験合格
2012 年	12	月	司法修習終了
2012 年	12	月	山下・渡辺法律事務所勤務
2014 年	４	月	中央大学法科大学院実務家講師

どが自分のクライアントで、自身で予定を調整して案件
の処理を行っていますから、平日に時間を使ったとして
も、その他の時間で業務をこなせばよくなっています。
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　私は、①弁護士や地域のボランティアと一緒に「こど
も支援ネットみんなのひろっぱ」（以下、「ひろっぱ」と
いいます。）という団体で、子どもの居場所づくりに取
り組んでいます。「ひろっぱ」は、虐待やいじめ、貧困
など様々な原因から家庭や社会にほっとできる居場所を
見つけられない子どもたちが、安心、安全に、食事を取っ
たり、困り事を相談したり、思い思いに過ごせる場所で
す。また、②子育て支援や子ども虐待対応のためのネッ
トワークづくりを行う「子育て支援ネットワークほっと
ぽーと高知」（以下、「ほっとぽーと」といいます。）と
いう団体で、子育てや子ども虐待対応に携わる様々な支
援者と勉強会等を行っています。「ほっとぽーと」の目
的は、子どもや家庭、その支援者が学び合い、支え合う
ことによって、子どもや家庭が、ありのままに心身とも
に健やかに生きていける地域社会の実現にあります。

　①「ひろっぱ」の活動のきっかけは、少年事件での少
年たちとの出会いです。彼らは小さなときから淋しかっ
たり、貧しかったり、大人に搾取されたり、困っても
SOS を出す方法を知らなかったりというような日々を
送っていました。彼らが審判の場に辿り着く前に、彼ら
の傍に、ほっとできる居場所があって、家庭や学校では
得られない温かい人と過ごす時間や、温かいごはんを食
べる場所、自分が感じたことを表現したり、やりたいこ
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　①休日に月３回程度、「ひろっぱ」で子どもと過ごし
ています。子どもが危険な行為をしたり、「ひろっぱ」
の空間全体が混沌としてくると、大人も緊張しますし、
疲れもします。しかし、居心地がよいからか、来てくれ
る子どもの数は増えています。子どもの数が増えても、
ボランティアの数は増えず人手が足りないのが大変で
す。これを読んで関心を持ってくださった方がおられた
らぜひボランティアにご応募いただきたいです。高知県
以外にも子どもシェルターのような取組みは各地で行わ
れています。
　②「ほっとぽーと」の勉強会及び勉強会企画のための
会議は午後７時～９時という日常業務終了後に行ってい
ます。企画内容が決まれば、案内等の事務は事務担当者
が行うので負担感はありません。企画内容についても、
勉強会の度にアンケートを行い、参加者から要望をいた
だくのでネタが尽きることもありません。

中 島 香 織
高知弁護士会

60 期　
法テラス高知法律事務所

Nakajima Kaori

子どもの居場所づくり　ＳＯＳを見逃さない！

2001 年	３	月	東京外国語大学外国語学部修了  
2005 年	11	月	司法試験合格
2007 年	９	月	司法修習終了
2007 年	９	月	わかばの風法律事務所勤務
2008 年	９	月	 法テラス高知法律事務所赴任

　①「ひろっぱ」での活動は、今を生きる子どもと、何
の目的も持たず、子どもを管理しようとせず「ありのま
まのあなたでいいよ。」という気持ちで接することです。
そうすると、子どもがどんどん変わります。トゲトゲし
ていた子どもも、イライラ言葉を発する子どもも、それ
ぞれが自分のしたいことを見つけていく。その成長する
過程に立ち会えることがやりがいです。「わからないこ
とは子どもに聞こう。」「子どもに教えてもらおう。」と
いう姿勢が身に付くので少年事件の対応に役立つかもし
れません。
　②「ほっとぽーと」での活動は、グループワークで、
職種や専門性によって異なる捉え方と取り組み方がある
ことを実感できることにやりがいを感じています。また、
子ども虐待という課題に取り組んでいる上で感じる自分
自身の心の揺れや苦しさ、疲弊を、個別ケースを離れた
勉強会によって回復させている気もします。

とを応援してもらえる環境があればと痛感し、そのよう
な場所を、子どもと一緒につくることになりました。
　②「ほっとぽーと」は、子ども虐待という複雑で解決
の見通しにくい課題にともに取り組むからこそ、互いに
批判し合うのではなく、正確な知識を得る勉強会という
場を媒体に、フラットでフェアなつながりをつくりたい
との思いで始まりました。

　弁護士は、社会における課題に取り組むのに最適の職
業だと感じます。その理由の一つ目は、周りにいてくれ
る弁護士の素晴らしさです。正義と公平を尊び、法律を
守り、活用し、課題を共有し、その解決のために考える
ことを厭いません。二つ目は、弁護士以外の方々が、私
たちの声に耳を傾け、つながろうとしてくれることです。
つながってくれたら、私たちはその方々と、その方々が
支援する方々の役に立つことができます。三つ目は、事
件を通して社会における課題や理不尽に直面することで
す。そこに活動の出発点とすべきニーズがあります。ニー
ズから出発した活動ほど強いものはありません。ぜひ、
課題や理不尽に出会ったら、「こんなのおかしい。なん
とかしないと。」と声を上げてみてください。きっと、「私
もそう思う。」という仲間に出会え、思いもよらなかっ
た出来事や人々との出会いが始まると思います。
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　私は、２０１２年に BLP-Network という弁護士中心
の任意団体を立ち上げました。BLP-Network は、主に
ビジネス法務を専門とし、その知識・スキルを使ってＮ
ＰＯやソーシャルベンチャー（＊ビジネスの手法を使っ
て社会課題の解決を目指す団体）を支援している弁護士
のネットワークです。２０１８年現在、５０名程度の弁
護士、修習生、法科大学院修了生などがメンバーです。
私は、ＮＰＯ法人Teach for Japan（＊主な事業は、教
育への情熱と意欲ある若者を選抜し、 指導力の高い教師
になるための研修を行い、学校・教育委員会へ紹介し２
年間サポートする事業と、選抜・研修を受けた大学生に
よる無償の学習支援事業の２つです。）に１年間フルタ
イムの職員として勤務した後に、弁護士になりました。
そのため、私自身も、企業法務の経験で培った知識・
スキルでＮＰＯの支援をしているほか、副代表として
BLP-Network の運営活動も行っています。
　BLP-Network では、ＮＰＯから相談をいただいたと
きに、内部で共有し希望者を募った上で、ご相談者に
弁護士を紹介するというマッチングの活動をしてます。
マッチング後、個々の弁護士が行う支援は、支援先の状
況により様々ですが、ＮＰＯの定款や契約書の作成、Ｎ
ＰＯが活動を行うにあたって知っておくべき法令・判例
や文献の調査、ＮＰＯの危機管理、総会運営の指導、そ
して、著作権、個人情報などの分野におけるアドバイス
などが多いです。また、BLP-Network として、企業や
中間支援団体等と協力してＮＰＯ向けの相談会を開催し
たり、継続的に勉強会を開催したりしています。海外展
開を考えるＮＰＯを支援することもあります。

　私がソーシャルベンチャーに関わるようになったの
は、大学４年のときにTABLE FOR TWOの小暮真久
代表の著書『「２０円」で世界をつなぐ仕事 " 想い " と
" 頭脳 " で稼ぐ社会起業・実践ガイド』に出会い衝撃を
受けたからでした。その後、ＳＶＰ東京 ( ＊社会課題の
解決に取り組む革新的な事業に対して、資金の提供と、
パートナーによる経営支援を行っている団体 ) でイン
ターンをさせていただくことになり、その中で、ソーシャ
ルベンチャーを支援している弁護士の方々にお話を聞く
機会がありました。それぞれお話を伺ったのですが、同
じような想いでビジネス法務を生かしてＮＰＯ等の支援
の活動をしている弁護士はいるものの、お互いの活動を
あまり認識していないことに気が付きました。そのため、
何かできないかと思い、２０１２年に司法試験を受験し
た直後に、ＮＰＯの支援に積極的に取り組んでいらっ
しゃる先輩弁護士に相談し、ご協力を得てその年の８月
末に BLP-Network を発足させることができました。な
お、設立当初は、まだ自分は弁護士でもなかったので、
飲み会の幹事等、事務的な仕事を担当していました。

　BLP-Network のメンバーは、所属している事務所や
生活環境が変わった後でも継続的に関わってくださって
いる方々が多いです。ビジネス法務の知識やスキルを
使って社会課題の解決に関わり促進できるということ
が、この活動の醍醐味ですが、そのようなことをまさに
自分のミッションとして考えている弁護士が多いからで

　ビジネスの本質は、近江商人の理念にあるように「三
方よし」、すなわち、売り手・買い手・世間のすべての
関係者が満足する仕組みを構築することだと思っていま
す。そして、ビジネス法務の本質は、そのような事業を
サポートしスムーズに運営できるようにすることで、よ
り多くの人々に貢献できることだと考えています。
　ＮＰＯの支援活動というと、特別な活動をしているよ
うに感じるかもしれませんが、ＮＰＯの事業の支援に必
要なのは、ビジネス法務において皆様が普段から行って
いる契約書のチェックやドラフト、法令、裁判例及び文
献のリサーチなどです。ぜひ、ビジネス法務で培ってい
る知識・スキルをＮＰＯやソーシャルベンチャー等にも
提供いただくことで、皆様の活躍の場を広げてほしいと
思っています。

私の活動01

Works

　私が２０１７年９月まで勤務していた事務所はいわゆ
る東京の大手事務所で、とても多忙ではありますが、公
益活動は奨励されており、比較的自由に行うことが可能
でした。国選弁護や委員会の活動は多くのアソシエイト
弁護士も行っています。また、私のようなＮＰＯの支援
活動は、事務所でほとんど例がありませんでしたが、事
務所での業務に支障がない限り、昼間の時間帯でも自分
の活動に充てることはできました。さらに、事務所の先

若手会員へのメッセージ05

Message

やりがい03

Challenge

活動に取り組むようになったきっかけ02

Trigger

時間の取り方・活動する中で苦労すること04

Time Management

新しい挑戦！ビジネス法務で社会課題を解決したい！

2009 年	10	月	ＮＰＯ法人ソーシャルベンチャー・パートナーズ東京（ＳＶＰ東京）にてインターン（～ 2010 年 3月）
2012 年	３	月	東京大学法科大学院修了 
2012 年	11	月	ＮＰＯ法人Ｔｅａｃｈ Ｆｏｒ Ｊａｐａｎ勤務（～ 2013 年 10月）
2013 年	９	月	司法試験合格
2014 年	12	月	司法修習終了
2014 年	12	月	ＴＭＩ総合法律事務所勤務
2017 年	10	月	おにざわ法律事務所所長

はないかと考えています。
　私としては、当事者意識をもって、社会課題の解決に
取り組む弁護士が増えてほしいと思っています。その関
わり方は、本業を持ちつつ、自分の時間をＮＰＯへの支
援に充てる方法でも良いですし、逆に、企業法務に関わ
りながらもＮＰＯの方をメインにしたい人がいても良い
と思います。それぞれが、自分のできる範囲で、社会課
題を自分ごととして考え関わっていく、そんな弁護士が
増えれば良いなと思っています。

輩弁護士の中には、「面白い活動をやっているね」と積
極的に評価してくださる方もいらっしゃいました。

鬼 澤 秀 昌
第二東京弁護士会

67 期
おにざわ法律事務所

Onizawa Hidemasa
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弁護士になられた皆さんへ

　弁護士の活動はいずれも、法の支配の実現という意味で、社会に貢献しているもの

です。この冊子で紹介する弁護士の活動は、その中でも広く社会に貢献する活動であ

り、我々弁護士・弁護士会が、以前から力を入れて取り組んできた活動、あるいは、

社会のニーズに合わせて新たに取り組みをはじめた活動です。

　近時、弁護士に対する社会からの期待が、ますます高まってきています。そこで、

弁護士・弁護士会が行っている社会に貢献する活動を広く広報するとともに、新たに

弁護士となられた皆さんも、これらの活動に取り組み、先輩弁護士と同様に活動して

いただけるよう、本冊子を作成した次第です。

　もちろん、社会に貢献する活動は本冊子でご紹介したものに留まりません。本冊子

に記載されていない活動も沢山ありますし、社会が大きく変化している現在では、皆

さんの創意工夫次第で新たな社会貢献活動が出来るかも知れません。

　本冊子をご覧になり、社会貢献活動の醍醐味、やりがいを感じ、皆さん自身が先輩

弁護士を追い越すような活躍をされることを期待しております。

My Turn 私の活動

◆実際に行った活動

①具体的な活動内容

②活動してみて、やりがいを感じたこと

◆あなたはどんな活動に興味がありますか。

○例えば…

労働、消費者被害、多重債務、医療過誤、犯罪被害者支援、セクハラ等各種ハラスメント、DV、公害・環境、

子どもの権利擁護、インターネット被害、国選弁護、国選少年付添人、当番弁護、民事介入暴力に対する対応

（民暴）、女性の権利保護・男女共同参画社会の推進、貧困問題、生活保護、高齢者・障がい者支援、まちづく

り、空き家対策、外国人の権利擁護、知的財産権保護、中小企業支援、海外法整備支援、官公庁における活動、

企業内弁護士、日本企業の海外展開支援、災害復興支援、司法過疎地対策、人権擁護や司法制度に関するシン

ポジウムの企画・参加、各種セミナー・勉強会の講師、法テラスの相談、弁護団活動、市役所等の法律相談へ

の参加、組織のコンプライアンスを高めるための活動、CSR推進活動、法教育、弁護士会の委員会活動　等

あとがき
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